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2024年4月19日（金）

当社NEO新城工場において機関投資家を対
象とした「ESG説明会」と「事業戦略説明
会」を開催いたしました。

機関投資家からの質問に回答する
監査等委員である社内取締役 富吉剛弘

開催の説明を行う代表取締役社長兼COO 大沢伸朗

「ESG説明会」では、E（環境）S（社会）G（ガバナンス）の3つの項目について、それ
ぞれの担当者が発表しました。

G（ガバナンス）については、監査等委員である社内取締役の富吉剛弘が、当社のガバナ
ンス体制や取締役会の実効性を高めるための取組について、詳細に説明しました。

機関投資家からは「社外取締役が過半数で取締役会の運営はどうか」「ダイバーシティ
の観点から社外取締役に外国人の登用を検討しているか」などの質問がありました。

後半の「事業戦略説明会」では、当社の中期経営計画への取り組みを軸とした事業戦略
を各ワーキンググループの責任者から説明しました。

ESG説明会＆事業戦略説明会
@NEO新城工場

当社のガバナンス体制についての説明
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最終検査工程基準の説明を受ける

グループ会社往査
日本ハードメタル株式会社

本社工場（神奈川県愛甲郡）
2024年6月６日（木）

◆日本ハードメタル株式会社について◆
日本ハードメタル株式会社は、1964年の創業以来、超硬合
金・サーメットの素材メーカーとして生産研究を行っていま
す。その製品はドリル、エンドミル、タップ、インサート
チップ、各種都市開発用土木ビット、環境リサイクル用工具
など、様々な分野で幅広く使用されています。

近年多様化する素材の研究開発に注力するとともに、原料配
合から製品までの一貫生産を確立しています。

オーエスジー製品には欠かせない工具の素材である「超硬合
金」のメーカーとして、特に重要な位置付けのグループ会社
です。

         会社紹介 www.nhm.co.jp

【本社工場】
1972年 神奈川県厚木市と愛甲郡にまたがる
内陸工業団地で超硬合金の総合メーカーを目指
して操業を開始

お客様の要望する高品質・短納期・低コストに
対応すべく 日々挑戦を続けております。

材料が丸棒の形になって押し出される行程を見学

小径丸棒のオイルホールをチェック

超硬合金には、タングステン・
コバルトなどの希少資源が原料
に含まれています。サステナブ
ル社会への貢献として、原料を
無駄なく使用する管理体制を視
察しました。また、原料のタン
グステン粉末を扱う上での、粉
じん対策も確認いたしました。

微細精密工具などの小径の工具
に使用される小径丸棒の精度の
管理の検査工程の基準も確認い
たしました。

http://www.nhm.co.jp/
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ステークホルダーの皆さまへ当社の
取り組みについてご理解を深めてい
ただけますよう、監査等委員会の活
動を「監査等委員会だより」として
お届けいたします。

グループ会社往査
アリオス株式会社

（東京都昭島市）
2024年6月7日（金）

◆アリオス株式会社について◆
アリオス株式会社は1972年の創業以来、研究開発に携わる
さまざまな機器や装置を開発してきました。その事業は創業
時から真空技術を基盤としており、気象研究機器などの開発
から始まりました。その後、半導体産業の隆盛とともに、半
導体製造に不可欠な真空技術も発展し、アリオスの真空技術
も超高真空技術や真空成膜技術を蓄積し大きく飛躍しました。
1997年頃からはプラズマ技術開発に注力しています。

研究開発のみならず生産現場においても「真空技術」「プラ
ズマ技術」を中心に先端技術分野で社会貢献を目指していま
す。

オーエスジー工具のコーティング技術の重要な位置づけのグ
ループ会社です。

         会社紹介 www.arios.co.jp

【本社】
「ARIOS（アリオス）」というブランド（商
標）は「ARIEL（空気の精）」と「HELIOS
（太陽神）」を組み合わせたものです。
「ARIOS」は真空・プラズマを生業とする会社
にふさわしいブランドとして社員一同で考えた
ものです。

会社歴史や主な事業内容や取扱い製品の説明を受ける

新社屋の工場内部

取扱製品の一例（会社HPより）
創業以来、大学や研究機関・企業の研究開発に必要不可欠
な真空技術・プラズマ技術を蓄積してきた研究開発用装置
メーカーであるアリオス株式会社
そのアカデミックな雰囲気と高度な研究開発技術力が感じ
られる社風に触れることが出来ました。
超硬工具にはかかせないコーティング被膜の品質向上の重
要な役割を担うグループ会社の開発現場を確認しました。

新社屋の外観

https://www.arios.co.jp/
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